
 

令和５年度三田市高校生議会  質 問 書 
 

【質 問 者】１０番 三田西陵高校 ２年 古瀬 伊吹（こせ いぶき） 

【担 当 課】まちの再生部 都市政策室 交通まちづくり課 

【答弁予定者】市長 

【質問事 項】三田市における医療を必要としている交通弱者向け交通システ

ムについて 

【質問内 容】 

 １０番 高校生議員の三田西陵高校２年の古瀬 伊吹です。 

私からは、「三田市における医療を必要としている交通弱者向け交通システ

ムについて」お伺いします。 

私は、看護師である母より、こどもや、妊婦さん、小さな子供を連れた女

性、障害のある人、お年寄りなど弱い立場の人びとに寄り添えるやさしい人

になるよう、小さいころから教えられて来ました。 

なので、当初、この高校生議会では、こうした弱い立場にあるすべて人びと

が、高い質の医療、十分な量の医療を受けられる体制の整備について、三田

市の考え方をお聞きしたいと考えていました。 

しかし、更に考えてみれば、病院に辿り着かないことには、現実問題とし

て医療を受けられない、議論のスタート地点にも立てないことに気づきまし

た。そこで今回、三田市における医療を必要としている交通弱者向け交通シ

ステムというテーマを選びました。 

さて、警察庁及び兵庫県の統計から、兵庫県における運転免許の取得率は、

63.86％、自動車保有率は 61.27％であることが分かります。逆に言うと、三

田市では人口の 36.14％、約 39,000人の人は免許を持っておらず、38.73％、

約 42,000 人は自動車を保有していないことになり、約 40,000 人前後と、か

なり多くの人が自由な移動に制限があることが想定されます。 

次に今回の本論である交通弱者といわれる方々です。まず、交通弱者として

思い浮かぶのはお年寄りの方々です。三田市の全人口 107,494 人に対し、65

歳以上の高齢者は 30,730人であり、高齢化率は 28.6％です。『三田市人口ビ

ジョン』での高齢化率は、2 年後の令和 7 年時点で 29.0％と推計されていた



ので、三田市における高齢化の進展は予想を上回る速さで進んでいるようで

す。 

そして少し古いですが、内閣府によると、高齢者の受療率は入院で2.84％、

外来で 10.64％となっており、これを三田市に当てはめると、入院で約 870

人、外来で約 3,270 人、合計で約 4,140 人が医療を必要としていることにな

ります。 

この方々のうち、先の免許保有率で見れば約 1,500 人、自動車保有率で見

れば約 1,600 人と、おおよそ三田市では、約 1,500 人前後が、高齢者のうち

「医療を必要とする交通弱者」と見込まれます。 

今回の論点である「医療を必要としている交通弱者」は、これに自由な移

動が難しい、こどもや、妊婦さん、小さな子供を連れた女性、障害のある人

が加わるため、この約 1,500名が「医療を必要としている交通弱者」、支援対

象者数の最低ラインと言えると思います。 

さて、三田市では『三田市地域交通網形成計画』を策定し、様々な新しい

チャレンジに取り組まれています。 

ですが、グリーンスローモビリティや自動運転バスは、運転士不足対策の

有力な候補ですがまだ実験段階であり、コミュニティバスの運行も、バスの

カバーするエリアが限定的で、実施主体を担う各地域の負担も大きく、運行

数も多くありません。『高齢者運賃助成事業』もありますが金額の制限も大き

く、全体として交通弱者の方々への支援という意味では物足りなさを感じて

しまいます。 

そこで他府県、市町村の取り組みを調べていると、AIを活用したオンデマ

ンド交通システム（ここでは AIオンデマンドバス）が様々な自治体で導入さ

れていることを知りました。国が進める MaaS、デジタル・AI技術を活用して

マイカー以外の移動を継ぎ目なく繋ぐ公共交通サービス体系の一つであり、

全国的に導入が進んでいるようです。近隣では大阪市が導入済みであり、大

阪府の豊能町が阪急バス等と連携して有償実証運航を今年 8 月から進められ

ています。 

これは、運行経路（路線）・乗降地点（停留所）・運行時刻（時刻表）が定

められている一般的な路線バスと異なり、デジタル・AI技術を活用して経路・



乗降地点・時刻に柔軟性を持たせることで、利用者の要求に応えて運行する

乗合型の公共交通サービスであり、使用する車両はワゴン車であることが多

いそうです。 

この AIオンデマンドバスであれば、ルート（路線）を固定せず市内全域を

カバーすることも可能であり、時刻表もなく、アプリや電話で予約、バス停

もバーチャルで設置すればよく、使用する車両もワゴン車で OK、と導入にか

かる経費は低く済むと見込まれます。 

そして、サービス提供対象を更に「医療を必要としている交通弱者」に限

定することで、提供するサービス量は抑えられ、サービス提供に必要な運転

手の数も抑えられます。加えて既存のバス事業者等との競合も抑えられるの

で、導入がよりスムーズになると考えています。 

また市医師会と連携し、いくつかの病院・診療所をバーチャルの乗降地点

に設定できれば、「医療を必要としている交通弱者」にメリットがあるだけで

なく、通院バス等を設置せずとも患者が自らやって来て、誰がいつどこに来

るかも分かり、病院・診療所にとってもメリットがあると思います。 

こうした AIオンデマンドバスを三田市にも導入できれば、三田市の「医療

を必要としている交通弱者」への大きな移動支援となり、すべての人が等し

く医療サービスを受けるための移動の不自由さのより一層の低減につながる

のではと考えました。 

以上のことにつきまして、市の考えをお聞かせください。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【答弁内容】 

 「三田市における医療を必要としている交通弱者向け交通システム」につい

て回答いたします。 

 今後、本市が直面する人口減少や高齢化の急速な進展といった人口構造の大

きな変化に対して、誰もが自由で安全に移動ができる持続可能なまちの実現に

は、公共交通が果たす役割はこれまで以上に重要なものとなってまいります。

中でもご提案の通院を目的とした高齢者の移動については早期に取り組むべき

課題であると認識しています。 

市では農村地域をはじめ、公共交通が利用しづらい交通不便地において、公



共交通を下支えする持続可能な新しい移動手段の導入について、地域の皆様と

一緒になって取組を進めているところでございます。 

これまで広野地区および小野地区では、地域内の移動について地域や交通事

業者と共に検討を重ね、市が運行主体となって、地域住民のおでかけをサポー

トする取り組みを行っています。これは地域の方が運転を担い、最寄りのバス

停まで送迎するとともに、路線バスの利用を促し、路線維持を下支えする取り

組みでもあります。 

また、公民連携による今までにないモデルも模索しながら考えていきたいと

思っています。 

古瀬議員ご提案の目的を医療に限定したＡＩオンデマンドバスにつきまして

は、ＡＩの活用により、移動サービスの効率化が実現でき、それに伴う移動に

係る経費の軽減が図れるなどの強みがあり、これからの新たな移動手段として

は有効な手段の一つであると考えております。 

一方で、高齢者の皆様にとっては、アプリの操作に不慣れである等、デジタ

ルディバイドの問題やシステム導入に多額の費用を要するなどの弱みもあり、

既存交通事業者との棲み分け等、課題解決のための工夫も必要となってまいり

ます。 

 市では引き続き、誰もが自由で安全に移動ができる持続可能なまちの実現に

向け、地域の特性に応じそれぞれの移動の仕組みの強みが有効に生かせるよう、

ご提案のＡＩオンデマンドバスを含め、新しい移動システムについても幅広く

とらえながら、医療を必要とする高齢者の移動に関する課題等の解決に向け、

医療関係者や交通事業者など様々な民間事業者と連携しながら進めてまいりた

いと考えておりますので、議員のご理解を賜りますようよろしくお願いします。 



1. 質問理由

【高校生議会説明資料】

三田市における医療を必要としている
交通弱者向け交通システムについて

兵庫県立三田西陵高等学校
2年 古瀬 伊吹
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2. 基礎的情報・データ

４．提案（AIオンデマンドバス）
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１．質問理由

看護師である母より、女性や子ども、障害のある人、お年寄りなど弱い立場の人びとに寄り添えるやさしい人にな
るよう、小さいころから教えられて来た。

母の教え

当初、こうした弱い立場にあるすべて人びとが、高い質の医療、十分な量の医療を受けられる
体制の整備についての質問を考える。

初めに考えた質問

・当初の医療の質・量を議論するのは大切だが、そもそも、その新たな病院に辿り着かない
ことには、現実問題として医療を受けられないめ、当初に考えた質問は、今しなければなら
ない質問と思えなくなる。

質問内容の変更

そこで弱い立場にあるすべての人が負担なく、又は、より少ない負担で医療機関にたどり着くことができるよう
『三田市における医療を必要としている交通弱者向け交通システムについて』を質問することに。

新しい質問
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２. 基礎的情報・データ

・平成25年11月、国は交通政策に関する基本理念やその実現に向けた施策、国や自治体等の果たすべき役割などを
定めた基本法である「交通基本法」を制定し、『交通権』を規定する。

・『交通権』とは、国民の移動する権利であり、日本国憲法の第22 条（居住・移転および職業選択の自由）、
第25 条（生存権）、第13 条（幸福追求権）など関連する人権を集合した人権と定義される。憲法上保障された
基本的権利を実質的に保障するものとして、国および自治体は国民・住民の交通権を保障する義務を負う。

交通権

国・地方自治体は、市民の『安全で質の高い医療を受ける権利』だけでなく、そこへのアクセスも含む
『交通権』も保障する必要がある。

⇒（8月LRT開業 栃木県宇都宮市⾧）「公共交通は福祉の時代に入っている。自分の力で移動できる環境を提供するのが行政の役割だ」
⇒（関西大学経済学部 宇都宮教授）「公共交通を通じて人と人とがつながり～医療費や介護費の節約につながる可能性も高い」

基礎データ １

・運転免許の取得率は、兵庫県で63.86％、自動車の保有率は、

三田市で61.27％

・逆に言うと、三田市では人口の36.14％、約39,000人の人は

免許を持っておらず、38.73％、約42,000人は自動車を保有

していない

・約40,000人前後と、かなり多くの人が自由な移動に制限がある

ことが想定される
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３. 基礎的情報・データ２

基礎データ ２

・上記表より、「医療を必要とする高齢者」のうち交通弱者といわれる方々は、三田市では

約1,500人前後と見込まれる。

・今回の議題である「医療を必要としている交通弱者」は、この数に、移動に不自由のある

女性や子ども、障害のある人が加わるため、この約1,500名は最低限度の数字と見込まれる。

・「三田市人口ビジョン(パターン２)」が令和7年度に見込む高齢化率を2年前倒してほぼ達成しており、高齢化の進展は予想を超えて早い。

・10地区中6地区が、令和7年度に見込む水準を超えており、特に「小野」地区、「藍」地区、「フラワータウン」地区の高齢化が予想を大きく超えて進んでいる。

・推計で用いられる「パターン2」は合計特殊出生率が今後上昇すると楽観的見込みであり、比較的厳しい「パターン３」でも出生率を2.14と見込む。しかし、令和元年度の

三田市の合計特殊出生率は1.16であり、今後も大幅な人口減と高齢化の進展が見込まれる。

(2025年＝令和7年)
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４. 提案（AIオンデマンドバス）

〇一般的な路線バスで一定に定められている
・運行経路（路 線）
・乗降地点（停留所）
・運行時刻（時刻表）

に柔軟性を持たせ、利用者の要求に応えて運行する乗合型の公共交通
サービスのこと。

〇路線バスの性質
・「複数の利用者が乗り合って利用する」

タクシーの性質
・「予約に応じて利用者の希望する地点間を運行する」
この両性質を併せ持ち、複数の利用者を一度に運ぶことで運行費用を

抑えつつ、それぞれの利用者の異なる移動ニーズに応えようとする
サービス。主にワゴン車で運行。

AIオンデマンドバスとは

〇AIオンデマンドバス導入の強み
・ルート（路線）を固定せず市内全域をカバーすることが可能
・時刻表は不要、アプリや電話で予約して利用
・バス停はバーチャルで設置、使用する車両もワゴン車、と導入にかかる経費は低い

〇運転手不足対策も
・サービス提供対象を「医療を必要としている交通弱者」に限定することで、サービス量を抑え、必要な運転手の数も抑制。

〇市医師会との連携でよりよく
・いくつかの病院・診療所をバーチャルの乗降地点に設定することで、利用者の利便性向上を図るだけでなく、病院・診療

所にとって通院バス等の設置負担を抑え、誰がいつどこに来るかも分かる。

提 案


